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一 般 質 問 一 般 質 問
交
通
安
全
対
策

市
道
第
２—

２
号
線

︵
通
称
山
﨑
街
道
︶
の
整
備

計
画
は
。

ビ
バ
ホ
ー
ム
北
側
に
つ

い
て
は
歩
道
が
な
い
箇
所
も

あ
る
が
、
今
後
、
未
整
備
区

間
に
つ
い
て
は
用
地
取
得
の

機
会
を
と
ら
え
て
対
応
す
る
。

日
清
製
粉
の
交
差
点
に

歩
行
者
用
信
号
機
の
設
置
を
。

東
入
間
警
察
署
を
通
し

て
、
埼
玉
県
警
に
要
望
を
し

て
い
く
。

市
道
第
５—

１
０
５
号

線
︵
大
井
総
合
支
所
に
向
か

う
道
路
︶
の
歩
道
を
含
め
た

整
備
を
。

優
先
度
を
決
め
て
実
施

し
て
い
く
。

花
の
木
中
学
校
前
の

　

交
差
点
改
良

市
道
第
80
号
線
花
の
木

中
学
校
前
交
差
点
改
良
の
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
は
。

10
年
以
上
前
か
ら
の
懸

案
だ
っ
た
が
、
交
差
点
改
良

工
事
に
地
権
者
が
概
ね
前
向

き
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
、
道
路
設

計
や
物
件
補
償
調
査
費
及
び

用
地
取
得
と
補
償
費
用
の
補

正
予
算
を
計
上
し
、
予
算
可

決
後
に
測
量
や
道
路
の
線
形

を
決
定
す
る
。
そ
の
後
、
用

詐
欺
は
絶
対
許
さ
な
い

﹁
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
﹂

な
ど
高
齢
者
が
被
害
者
と
な

る
犯
罪
が
続
い
て
い
る
。
情

報
の
共
有
、
各
機
関
と
の
連

携
は
重
要
。
さ
ら
に
、
防
止

機
能
の
あ
る
機
器
の
紹
介
や
、

詐
欺
は
絶
対
許
さ
な
い
と
い

う
被
害
防
止
の
啓
発
は
。

県
警
が
推
奨
し
て
い
る

﹁
留
守
番
電
話
作
戦
﹂
は
料
金

も
発
生
せ
ず
、
本
市
で
も
啓

発
に
努
め
た
い
。
防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
詐
欺
防

止
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

職
員
を
地
域
担
当
制
に

自
治
基
本
条
例
か
ら
も

す
る
。

空
き
家
の
実
態
調
査
と

対
策
強
化
を

空
き
家
増
加
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、
町
会
と
連
携

し
て
対
策
強
化
を
図
る
べ
き
。

先
進
地
の
実
態
調
査
方

法
を
研
究
し
検
討
す
る
。
代

執
行
や
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

空
き
家
の
早
期
発
見
に

向
け
た
連
携
を

水
道
の
使
用
状
況
が
な

い
場
合
、
水
道
課
が
現
地
調

査
を
し
て
福
祉
部
へ
と
つ
な

げ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
連

携
を
空
き
家
の
実
態
把
握
に

生
か
せ
な
い
か
。

個
人
情
報
保
護
法
に
抵

触
し
な
い
範
囲
で
情
報
収
集

し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
の
名
称
変
更

消
防
団
の
名
称
変
更
の

経
緯
は
。

　
地
域
の
守
り
を
し
っ
か
り
と 

　
…
安
全
・
安
心

自
然
を
生
か
し
た

　
　

地
域
活
性
化
を

建
設
中
で
あ
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
の
管
理
棟
屋
上

か
ら
眺
め
る
田
ん
ぼ
は
美
し

い
。
そ
し
て
、
隣
接
す
る
余

熱
利
用
施
設
エ
コ
パ
は
一
日

で
約
４
５
０
人
の
利
用
が
あ

る
。
こ
の
現
状
を
観
光
的

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
管
理
棟

屋
上
か
ら
眺
め
る
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
実
施
し
て
み
て
は
。

地
権
者
の
協
力
や
エ
コ

パ
と
の
連
携
な
ど
、
総
合
的

な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

農
業
振
興

７
月
に
市
長
と

農
業
者
と
の
懇
談
会

が
４
回
実
施
さ
れ
た

が
、
今
後
の
展
望
は
。

今
後
も
よ
り
よ

い
農
業
経
営
の
推
進

が
で
き
る
よ
う
に
継

続
し
、
開
催
を
し
た

い
。

野
焼
き
に
つ
い

て
伺
う
。

法
令
的
に
は
で
き
な
い

が
、
農
業
者
の
稲
わ
ら
等
は

焼
却
が
で
き
る
。

市
政
10
周
年
　
　
　
　

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り

来
年
の
七
夕
ま
つ
り
の

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
制

施
行
10
周
年
と
し
て
の
冠
事

業
な
ど
は
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。現

在
、
市
と
し
て
も
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
七
夕
ま
つ
り
も
10
周
年

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
の

冠
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案 

　
…
市
政

必
要
な
施
策
と
考
え
る
が
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え

る
。
職
員
に
は
、
地
域
行
事

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

地
域
を
守
る
消
防
団
員

の
増
員
強
化
を

地
域
に
消
防
団
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
団

員
の
増
員
強
化
に
つ
な
が
る
。

消
防
団
員
の
方
々
に
町
内
会

行
事
や
自
主
防
災
組
織
活
動

等
に
参
加
・
協
力
を
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
と
の
交
流
を
。

消
防
団
の
力
を
よ
り
効

果
的
に
発
揮
し
、
団
員
を
増

や
し
て
活
動
を
活
発
に
し
て

い
く
た
め
に
も
地
域
と
の
協

力
関
係
は
欠
か
せ
な
い
。
今

後
、
一
層
密
接
な
関
係
が
築

け
る
よ
う
両
者
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
の

ア
ピ
ー
ル
や
増
員
強
化
に
向

け
一
層
支
援
す
る
。

苗
間
み
ほ
の
地
区
の

　

住
居
表
示
の
実
施

事
業
実
施
に
向
け
て
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。

現
時
点
で
は
、
具
体
的

な
事
業
実
施
段
階
に
入
っ
て

い
な
い
。
今
後
、﹁
み
ほ
の

及
び
桔
梗
地
区
﹂
の
限
定
的

な
実
施
方
法
の
研
究
や
組
織

体
制
の
整
備
と
財
源
の
確
保

等
を
含
め
、
引
き
続
き
検
討

組
織
の
活
性
化
の
た
め

の
再
編
。
上
福
岡
駅
か
ら
分

団
車
庫
の
近
い
順
番
に
、
ふ

じ
み
野
市
消
防
団
第
１
分

団
か
ら
第
10
分
団
と
名
称

を
改
め
る
。

旧
市
町
で
、
各
分
団
の

人
員
定
数
に
差
異
が
あ
っ
た

が
。

現
在
で
は
分
団
の
定
数

は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ふ

じ
み
野
市
消
防
団
全
体
で
１

３
５
名
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

お
お
い
祭
り
や
上
福
岡

七
夕
ま
つ
り
に
協
力
し
た

場
合
の
処
遇
は
。

各
実
行
委
員
会
よ
り
、

活
動
時
間
や
活
動
範
囲
に

応
じ
た
金
額
の
謝
礼
を
支

払
っ
て
い
る
。

滝
・
長
宮
・
松
山
地
域

の
浸
水
被
害
の
軽
減
を

滝
・
長
宮
・
松
山
地
域

の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
。

公
共
下
水
道
雨
水
整
備

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
一
般
下
水
道
管
の
流

路
を
調
査
し
、
対
応
可
能
な

策
を
検
討
す
る
。

歴
史
が
あ
る
。
市
と
し
て
三

富
新
田
の
歴
史
を
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。

　

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策

定
は
、
基
本
的
事
項
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。自
然
、歴
史
、

文
化
の
意
識
調
査
も
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
市
民
と
の

連
携
を
図
り
調
査
し
た
い
。

集
団
的
自
衛
権
容
認
へ

の
見
解

集
団
的
自
衛
権
容
認
の

閣
議
決
定
へ
の
見
解
は
。

将
来
の
問
題
と
し
て
必

要
が
あ
れ
ば
、
県
や
周
辺
自

治
体
と
対
応
。
国
会
の
審
議

を
注
視
し
て
い
く
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

大
型
車
導
入

大
型
車
両
利
用
が
可
能

に
な
っ
た
場
合
、
道
路
整
備

に
か
か
る
財
政
負
担
は
。

フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
促
進

会
議
で
三
芳
町
は
、
観
光
バ

ス
程
度
ま
で
の
通
行
と
説
明

し
て
い
る
。
事
業
が
具
体
化

さ
れ
た
段
階
で
整
備
費
用
負

担
等
の
協
議
に
入
る
予
定
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
　

早
期
導
入
を

都
市
戦
略
で
あ
り
、
シ

ス
テ
ム
購
入
も
削
減
可
能
と

な
る
。
企
業
誘
致
も
、
Ｉ
Ｔ

関
連
企
業
を
呼
び
込
む
可
能

性
が
あ
る
た
め
導
入
を
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
軸
と
し
て
電

気
、
水
、
通
信
、
交
通
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
等
の
地
域
資
源

を
連
携
・
統
合
し
て
管
理
す

る
こ
と
で
、
無
駄
の
な
い
効

率
的
な
都
市
を
つ
く
る
都
市

戦
略
と
認
識
し
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
統
合
と
い
う
点
で

は
、
外
部
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
意
見
を
取
り
入

れ
研
究
中
。
企
業
誘
致
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
今

後
も
研
究
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
の
対
策
と
　

見
通
し

本
市
の
企
業
誘
致
の
対

策
と
見
通
し
は
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に

お
い
て
一
定
の
制
約
の
中
で

工
場
等
が
立
地
で
き
る
亀
久

保
字
大
野
原
地
区
や
国
道
２

５
４
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
な
ど

の
企
業
誘
致
に
適
し
た
区
域

を
選
定
し
、
短
期
・
中
長
期

に
課
題
を
分
け
﹁
企
業
誘
致

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
策
定
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

公
共
施
設
に
Ｗ
ｉ̶

Ｆ

ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
を

市
民
の
利
便
性
や
災
害

時
の
通
信
手
段
と
し
て
、
公

共
施
設
に
Ｗワ

イｉ—

Ｆフ

ァ

イｉ
ス

ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
は
。

災
害
時
の
通
信
手
段
の

確
保
の
上
か
ら
も
必
要
性
は

あ
る
と
考
え
る
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
課
題
も

あ
る
。
設
置
場
所
、
運
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
固
定
資
産
税
　

課
税
問
題

土
地
や
家
屋
な
ど
課
税

誤
り
の
見
直
し
を
、
全
庁
的

組
織
で
対
策
を
。

市
に
お
い
て
、
土
地
と

家
屋
の
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ

せ
た
結
果
、
住
宅
用
地
の
特

例
が
適
応
さ
れ
ず
過
徴
収
が

3
件
、
75
万
円
、
7
万
円
、

25
万
円
が
判
明
し
訂
正
と
お

詫
び
を
し
た
。
今
後
の
調
査

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
予
算

で
検
討
し
て
い
く
。

市
民
遺
産
の
発
掘
・
保

全
と
活
用

三
富
新
田
の
世
界
農
業

遺
産
認
定
申
請
に
連
動
し
た

取
り
組
み
、
歴
史
文
化
基
本

構
想
の
策
定
を
。

三
富
新
田
は
、
旧
亀
窪

村
の
農
民
が
開
拓
の
中
心
と

な
り
、
平
地
林
の
落
ち
葉
を

堆
肥
と
す
る
循
環
型
農
法
の

地
交
渉
を
進

め
、
交
差
点

改
良
工
事
を

実
施
し
た
い

と
考
え
て
い

る
。

花の木中学校前の交差点

上福岡七夕まつり


